
 

 

 

 

 

 

 

 

                   ＜試合経過＞ 

 ともに準決勝を壮絶な接戦で征し決勝に挑んだ両チーム、

るーきーずは初回先頭が四球で歩き４番の榊原が三遊間タ

イムリーで先制し、その後も四球と失策などで幸先よく３点

を先取した。二回も６四死球と２安打で打者一巡し５点を加

点、これでほぼ勝負があった。しかし、クラッシャーズは三

回に 1 死から 3 番金井省のライト前、5 番金井哲の左中間 2 点タイムリー二塁打などで 3 点返し、四回

にも 2死から服部魁以下 5連打して 2点を返したがここまでだった。二回の大量失点が痛かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜榊原監督のコメント＞ 

 二人の投手は四死球が少なく、上手くまとまったピッチングをしてくれました。打つ方は
とても調子よくいつも以上に楽しくやれて勝つことができました。私自身のサヨナラヒット
も含め、みんなもタイムリーをたくさん打てました。乱打戦でしたが野球の楽しさを実感で
きました。来年度はさらに充実してＢ級上位をめざして頑張っていきたいと思います。 

チーム名 一 二 三 四 五 計 

るーきーず ３ ５ １ ２ ０ 11 

クラッシャーズ ０ ０ ３ ２ ０ ５ 

決勝戦 １1/19(日) 

 


